
平成２５年１０月教育委員会定例会会議録 

 
報告事項  
報 第９号 平成２６年度県立高等学校及び特別支援学校高等部使用教科書採

択結果について   
    
       田村学校指導課長から、教科書の採択手続き及び各学校における

採択結果について説明があった。 
      委員から、特に社会科の教科書に関して、採択方針についての教

育庁内での議論や、採択に際しての学校長との協議等について質問

があった。これに対し、学校指導課長から、教科書の採択について

は、事務委任により各学校長が採択権者となっているが、教育委員

会としては、採択手続きが適正になされるよう管理を行っている等

の説明がなされた。 
      また、委員から、社会科教科書の歴史分野における記述が全国的

に議論の対象となっている中で、採択された教科書の記述について

どのように指導を行うか、質問があった。これに対し、学校指導課

長から、学習指導要領に従い、多面的、多角的な視点をもって物事

を公正に判断する能力を養うべく、現在の社会の情勢等も踏まえな

がら、授業を行うよう、指導、協議していきたい旨の説明がなされ

た。 
      また、委員から、採択教科書の変更について質問があり、学校指

導課長から、各学校が生徒の実情等に応じて選定を行った結果、教

科書が変更されることがある旨の説明がなされた。 
      以上審議の結果、報告のとおり了承された。   
    
付議事項  
議案第４３号 「和歌山県立高等学校再編整備第２期(後期)実施プログラム」に

ついて   
    
        中川総務課長から、伊都地方の県立高等学校再編整備に係る実

施プログラムの内容、及び県民への意見募集により寄せられた意

見等について説明があった。          
       委員から、パブリックコメント及び関係者への説明会等の一連



の手続き、内容について質問があり、総務課長及び岸田学校教育

局長から説明がなされた。          
       委員から、生徒募集を停止する伊都高等学校と紀の川高等学校

の２校について、下級生が入学してこないことによる支障等につ

いて質問があり、岡野教育総務局長から、募集停止により、特に

集団競技のクラブ活動において大会出場が困難となることが想定

されるが、日本高等学校野球連盟所管の硬式野球競技については

新設校との合同チームによる出場が可能であり、また、全国高等

学校体育連盟所管の各競技についても、県大会では合同チームで

の出場が可能であり、全国大会においても、合同チームでの出場

が可能となるよう、全国高等学校体育連盟に対して働きかけを行

っている旨の説明がなされた。          
       以上審議の結果、原案のとおり決定された。   
    
議案第４４号 和歌山県修学奨励金貸与条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて  
    
        池田生涯学習課長から、県の修学奨励金に関して、生活保護基

準の見直しに伴う貸与基準額の変更、滞納者及び借用書の提出な

き者に対する一括返還請求を可能とする制度変更、及び、各種様

式の変更等の規則改正を行いたい旨の説明があった。 
       委員から、修学奨励金に係る事務の所管等について質問があり、

生涯学習課長から説明がなされた。 
       以上審議の結果、原案のとおり決定された。  
    
議案第４５号 和歌山県立博物館施設協議会委員の委嘱について  
    
        川端文化遺産課長から、候補者の略歴、委嘱理由等について説

明があった。 
       委員から、委嘱理由の詳細、協議会の開催状況等について質問

があり、文化遺産課長から説明がなされた。 
       以上審議の結果、原案のとおり決定された。 
    
議案第４６号 平成２６年度和歌山県立高等学校生徒募集定員について   
    
        学校指導課長から、県内各地域の中学校生徒数の推移、県立高



等学校の昨年度までの欠員状況、県外への進学の状況等を考慮し

て、全日制で１８９学級７５６０人、定時制で１６学級５７５人

を定員とする、前年度と同数の生徒募集を行いたい旨の説明があ

り、審議の結果、原案のとおり決定された。 
    
議案第４７号 平成２５年度きのくに教育賞被表彰候補者について  
    
        学校指導課長から、各候補者の功績や実践内容等について説明

があった。 
       委員から、若い教員を抜擢する等、より幅広く優秀な教員を表

彰し、学校の活性化につなげてほしいとの意見が出された。これ

に対し、学校指導課長から、より多くの教員にきのくに教育賞を

受賞いただき、自信と誇りをもって教壇に立っていただきたいと

いう思いから、今後も積極的に、市町村教育委員会や学校長に対

し推薦者を募っていきたいとの説明がなされた。また、学校教育

局長から、若い教員が推薦されにくい現状があるので、学校訪問

等を利用して、県教委からも働きかけを行い、優秀な人材を発掘

していきたいとの説明がなされた。 
       また、委員から、生徒指導等の地道な取組についても評価の対

象としてほしい旨の意見があった。 
       以上審議の結果、原案のとおり決定された。  
    
議案第４８号 平成２５年度文部科学大臣優秀教職員表彰候補者の推薦につい

て  
    
        学校指導課長から、候補者の略歴及び推薦理由について説明が

あった。 
       委員から、候補者の推薦枠等について質問があり、学校指導課

長から説明がなされた。 
       以上審議の結果、原案のとおり決定された。 


